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１．これまでの検討経緯

１－１ これまでの主な検討経緯

• 平成24年度 主要渋滞箇所の公表

• 平成25年度 渋滞対策基本方針（案）の議論

• 平成26年度 主要渋滞箇所に関するモニタリング

• 平成27年度 モニタリング結果、対策の効果検証

• 平成28年度 モニタリング結果、対策の効果検証、解除・追加方針案の提案

• 平成29年度 解除・追加方針に基づく主要渋滞箇所の見直し

• 平成30年度 主要渋滞箇所のモニタリング

大型店舗出店

沿道環境等の変化

道路・交通網の整備等

これまでの主な検討経緯

道路利用者のご意見

最新交通データ（ETC2.0等）

➀ 渋滞対策箇所の見直しに向けた議論
・渋滞状況モニタリング結果の検証
・追加解除箇所の審議

第１９回 石川県道路安全・円滑化検討委員会議論のポイント
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➁ 渋滞対策の議論
・金沢都市圏の交通課題について
・ピンポイント渋滞対策結果について



指標① 指標②
指標③

損失時間
昼間12時間
80万人時間/年
以上

昼間12時間(7時～19時)
の損失時間

損失時間
朝(2h)、昼(8h)、夕(2h)
のいずれか
182.6人時間以上

基本指標（交差点損失時間）
による評価

損失時間が多い
ボトルネック交差点の抽出

昼間12時間の
総損失時間が多い
交差点

一部の時間において
損失時間が多い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時の
損失時間

指標④

1箇所 16箇所 ７１箇所

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時
最低旅行速度

休日ﾋﾟｰｸ時の
最低旅行速度

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

15箇所

地域の課題を反映
するﾃﾞｰﾀによる補完

３７箇所

指標①～④以外の
H21年度選定箇所

渋滞対策事業との関係と、
最新データによる
渋滞箇所の精査

特定箇所（Ｈ2９年度）

１５２箇所

50箇所

-13箇所

第4回委員会意見

道路管理者・事業者等からの意見(パブコメ）、現地の状況

12箇所

１．これまでの検討経緯

■主要渋滞箇所は、H24年度（第６回委員会：H251.10開催）に実施した以下のフローにより判定。
■主要渋滞箇所は渋滞状況の検証により、H29年度に１５２箇所を特定。

指標③：平日朝2h、夕2hの平均旅行速度が一方向だけでも20km/h以下
年間損失時間が3万人時間/年km以上

指標④：休日7時～19時のうち、最低旅行速度が一方向だけでも20/km以下
の渋滞時間帯の割合が50％以上

１－２ 石川県の主要渋滞箇所の特定状況（国道・県道）について

【特定日に混雑】

【パブコメによる追加】

【委員会における意見】
【渋滞多発】 計 88箇所

H24年度選定箇所
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石川県全域
（１５２箇所）

金沢市中心市街地エリア

１．これまでの検討経緯

【主要渋滞箇所】

金沢都市圏

金沢都市圏

■主要渋滞箇所（152箇所）は、県中心部である金沢都市圏に集中。
■特に、金沢市中心市街地エリアや国道８号に集中。

８

８

１－３ 石川県の主要渋滞箇所について
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順位 路線番号 交差点名
渋滞損失時間
(人時間/年)

1 157 横川交差点 671,965

2 157 野町広小路交差点 670,870

3 8 西念交差点 606,630

4 8 森戸一丁目交差点 580,715

5 8 福久交差点 579,620

6 8 運動公園口交差点 531,805

7 157 下堤町南交差点 514,285

8 157,159 武蔵交差点 500,050

9 157 有松交差点 491,655

10 8 田中交差点 478,880

11 8 二日市交差点 473,405

11 8 倉光交差点 473,405

13 159 兼六園下交差点 472,675

14 157 香林坊交差点 462,455

15 8 御経塚交差点 445,665

16 8 藤江交差点 440,920

17 8 三日市交差点 411,355

18 8 宮丸交差点 410,260

19 8 南新保交差点 405,880

20 8 諸江交差点 371,570

管内直轄国道の渋滞損失
時間（上位20箇所）

出典：国総研集計データ（H３０）
※着色箇所が国道8号の交差点

平成30年度渋滞損失時間

21,436（千人時間/年）

石川県

２．渋滞状況のモニタリング

■平成30年度の直轄国道（石川県全体）の渋滞損失時間は、主要渋滞箇所を初めて選定した平成24年度と比較して４％減少。
（H24：22,373千人時間/年 → H30：21,436千人時間/年）。県民一人あたり、年間約20時間の損失が発生。

■金沢都市圏における渋滞損失時間は依然として高く（県内の約８割程度）、上位20箇所が金沢都市圏に集中。
その内、13箇所を国道８号が占め、課題が集積している。

２－１ 直轄国道の渋滞損失時間の推移

【石川県内直轄国道 交差点渋滞損失時間分布図】

金沢都市圏

〈県内の直轄国道における
渋滞損失時間の分布〉

（※）『渋滞損失時間』とは、渋滞が無い場合の所要時間と実際にかかる所要時間の差の年間合計値

H30年度

【拡大図】

【金沢市内観光地周辺】

・渋滞損失がH24年に比べ
約2倍に増加している交
差点も存在

R8 乾東交差点【33.3】

R8 御経塚交差点【 44.6 】

R8 宮丸交差点【41.0】

【白山市松任地区周辺】

・H24年に比べ渋滞損失時間が増
加している交差点が複数存在。

R159 兼六園下交差点【 47.3 】

（万人時間/年）

【R8金沢市街地】

・大型商業施設などの影響で、
渋滞損失時間が大きい。

R8 西念交差点【60.6】 R157 野町広小路交差点【 67.1 】

金沢都市圏
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３.追加・解除箇所の選定

３－１ 主要渋滞箇所の解除について

■特定済み152箇所について、H29年とH30年のETC2.0データにより検証。
■速度向上など渋滞緩和の要因が明確または２年間連続の箇所については解除候補、それ以外はモニタリング継続。
■主要渋滞箇所からの解除候補に該当する箇所がないため、対策実施及びモニタリングを継続。

主要渋滞箇所（石川県一般道：１５２箇所）

渋滞指標に基づく分析の結果
渋滞が緩和

対策の実施有・無等により要因を確認

渋滞緩和の要因が明確か？
（対策の効果が発現している場合）

渋滞緩和が２年間継続※1

主要渋滞箇所として、対策実施及びモニタリングを継続

主要渋滞箇所からの解除候補

①道路管理者による現地確認の上
②委員会の議論を経て判定

【主要渋滞箇所 解除フロー】

Yes

Yes

No

No

Yes

No

※1 路上工事の影響など、不確定な要素を排除するため

※2 パブコメ選定箇所については、データに基づく分析＋道路管理者等の意見を踏まえ解除を検討

※3 高速道路の渋滞区間については別途検討

平成30年度の
対策事業による
渋滞緩和箇所なし
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３－２ 主要渋滞箇所の追加について

■主要渋滞箇所以外の混雑発生箇所についても、最新の速度・交通量データを用い、渋滞状況を検証。
■交通量増加などの速度低下の要因が明確または２年間連続の箇所については追加候補、それ以外はモニタリング

継続。
■主要渋滞箇所の追加候補に該当する箇所がないため、引き続きモニタリングを継続。

３.追加・解除箇所の選定

主要渋滞箇所以外の交差点

データ分析の結果、
渋滞指標に該当

交通状況・交差点構造、対策実施状況等を確認

渋滞指標に２年間連続※1で該当

混雑状況のモニタリングを継続

Yes

Yes

No

No

Yes

No

混雑要因が明確か？

※1 路上工事の影響など、不確定な要素を排除するため

※2 高速道路の渋滞区間については別途検討

主要渋滞箇所への追加候補

①道路管理者による現地確認の上
②委員会の議論を経て判定

【主要渋滞箇所 追加フロー】

混雑要因が明確、
または２年間連続の
速度低下箇所なし
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４．金沢都市圏の交通課題

○山側幹線

・金沢東部環状道路の開通で、通過交通が環状道路へ転換。

○海側幹線

・福久～大河端区間（Ⅳ期区間）の開通で環状道路が繋がるが、信号
連担区間や交通結節点での課題を抱える。

○県内渋滞の約８割が金沢都市圏に集中。

○南北方向の通過交通の経路分担率

・主に国道８号に集中（約７割）。

・中心市街地を通過する市道等の交通分担も３割程度が存在。

○路線毎の交通台数に占める南北方向の通過交通の割合

・国道８号が高く２０～３０％台。

・山側幹線は１０～２０％台で一定。

・海側幹線は、区間毎のバラつきが大きい。

●環状道路（海側幹線）の機能強化を検討
●金沢都市圏の環状道路ネットワークの課題を引き続き分析

金沢都市圏の交通特性

山側幹線と海側幹線の交通状況

今後検討すべき対策（案）

《金沢都市圏の環状道路網と主要渋滞箇所》

８

金
沢
東
部
環
状
道
路

海側幹線[Ⅳ期区間]
（事業中区間）

金沢市中心市
街地エリア

８

４－１ 近年の交通・都市環境等を踏まえた課題（第18回委員会検討結果）
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梅田

E8

金沢東 IC

金沢西 IC

白山 IC

金沢駅
西金沢駅

松任駅

東金沢駅 森本駅

河北潟
山市

内灘町

石川県庁

石川県

警察本部

石川県立

中央病院

石川県

直江庁舎

金沢森本 IC

福増町
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寺中

大河端町南
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公園口
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諸江
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森戸１

森戸２
松島町

松島北 古府 示野

示野中町

藤江

西念
南新保

松寺町

千木北

田中

千木１ 福久南 福久

金沢港

８
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157 359157

0

1 50

3 00

0

2 0

4 0

0

2 0

4 0

至

富
山
県

至

福
井
県

0

1 50

3 00

40
死傷事故件数

20

0

(件/4年)
300

0

(件/ 億台km)

150

死傷事故率

車線数減少端部（3車⇒2車）で
追突事故が多発

■海側幹線においては、信号連担区間等で朝夕の時間帯に速度低下が見られる。また、大河端町南～赤土町間の交差点の事故率が高い｡

■一方、並行する国道８号（今町～乾東）でも、朝夕の時間帯に速度低下が見られ、渋滞の先頭交差点を中心に交通事故が多発。

富山
方面

7時
8時
17時
18時

福井
方面

7時
8時
17時
18時

上り
富山
方面

7時
8時
17時
18時

下り
福井
方面

7時
8時
17時
18時

203.0 276.3 152.6 144.9
199.3 200.4

7時
8時
17時
18時
7時
8時
17時
18時

7時
8時
17時
18時
7時
8時
17時
18時

現況の交通課題 （国道８号・海側幹線（渋滞・事故））

61.1石川県内平均

凡例

国道8号

主要渋滞箇所

事故危険区間

150

死傷事故率
(件/ 億台km)40

死傷事故件数

20

0

(件/4年)

168.3
259.7

0

300
凡例

H26年事故件数

H27年事故件数

H28年事故件数

H29年事故件数

死傷事故率
出典
国道8号、海側幹線（寺中～福増町南）
：ITARDA事故データ（H26-29)
海側幹線（大河端町南～寺中、福増町南～乾東）
：石川県警

61.1石川県内平均

出典：ETC2.0プローブ情報
（H30.4～H31.3平日データ）

20km/h未満

20～30km/h未満

30～40km/h未満

40～50km/h未満

50km/h以上

凡例

203.0
178.9 203.3 189.1

４．金沢都市圏の交通課題

４－２ 海側幹線及び国道８号の現状と課題（渋滞・事故）

海側幹線
（大河端～乾）

2.9箇所／km
（37箇所）

国道８号
（今町～乾）

1.1箇所／km
（19箇所）

【信号交差点密度の比較】
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４－３ 環状道路ネットワークの速度特性（ETC2.0プローブ情報）

４.金沢都市圏の交通課題

■金沢外環状道路の中でも、アクセスコントロールタイプの山側幹線（金沢東部環状道路）は、速度が高く・ばらつきも小さい（定時性が確保）。
一方で海側幹線は、信号交差点密度が高いため速度が低い。

■中環状道路を担う国道8号は、立体化や多車線化による交通対策済みの区間がある一方で、平面交差点区間が残ることや、朝夕に交通が集中する
ことから、速度のばらつきが大きい。

■国道157号は、市街地を通過し、信号交差点密度が高いため速度が低く、ばらつきも小さいことから慢性的に速度が低い。

＜対象路線＞

④２車線

⑤４車線

山側幹線
（金沢東部環状道路）

⑥山側幹線(街路区間)乾東

三日市

武蔵

鈴見

今町

神谷内IC

＜各路線の速度＞

海側幹線[Ⅳ期区間]
事業中区間

犀川断面

浅野川断面

出典）ETC2.0プローブ情報（2018.9～11 平日昼12時間）

＜各路線の速度分布（ばらつき）＞

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

旅行速度（km/h）

速
度
分
布
率 ②国道8号

⑥山側幹線
（街路区間）

①海側幹線

③国道157号
速度高く、

ばらつき小さい

ばらつき大きい

④山側環線(２車)

⑤山側環線(４車)

外環状

中環状

内環状

速度（km/h）

④山側幹線 （２車線）

⑤山側幹線 （４車線）

⑥山側幹線（街路区間）

①海側幹線

②国道８号

③国道157号大河端町南 速度が最も低い

速度が最も高い

平均速度
（㎞/h）

信号交差点密度
（箇所/㎞）

29.6 2.9 

39.4 1.1 

21.3 6.0 

59.0 0.0 

68.3 0.0 

36.3 2.9 

平均速度（km/h)
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３．海側幹線本線部整備（全線）の効果

調査時期 ・開通前（平成17年10月）、開通後（平成18年6月）、開通10年後（平成28年9月）

山側幹線整備による効果（実績）

■山側幹線の開通後、国道359号など金沢市中心部の交通が転換し、所要時間短縮や交通事故減少効果が発現している。

■海側幹線についても、同様に、交通環境の改善効果が期待される。

【交通量の変化】
（浅野川断面）

【所要時間の変化】
（金沢森本IC～安養寺北間）

：国道359号
：金沢東部環状道路

49

30.6

0

10

20

30

40

50

60

H17（整備前）H28（整備後）

所
要

時
間

(分
)

【交通事故の変化】
（梅田町～安養寺北間）

：国道157～359号ルート
：山側幹線ルート

（-10％）
-20百台/12h

（+2.3倍）
+177百台/12h

（-38％）
-18.4分

443 189

15

105

0

100

200

300

400

500

H17（整備前）H28（整備後）

交
通

事
故

件
数

(件
)

（-57％）
-254件

（-36％）
-164件

458件

294件

：国道157～359号ルート
：山側幹線ルート

山側幹線（金沢東部環状道路）

至 加賀

至 能登

至 福井

至 富山

海側幹線（側道供用区間）

立体構造の山側幹線 平面構造で信号交差点が連担する
海側幹線側道部

信号

信号

４.金沢都市圏の交通課題

４－４ 環状道路に期待される効果

海側幹線全線整備による効果（想定）

●海側幹線経由 (L＝18.5km) (想定)
今町→乾東：約19分
速度を60km/h（法定速度）に設定

海側幹線経由で約８分
の時間短縮効果が期待

本線部

【海側幹線全線整備後の交通イメージ】

※1 ETC2.0プローブ情報（2018.9～11 平日昼12時間）

８

通過交通は環状道路へ

海側幹線（本線）

※1

●国道8号経由 (L＝17.6km) (実績)
今町→乾東：約27分
速度を39.4km/h（平日昼12h平均速度） に設定

10



出典：ETC2.0プローブ情報（H30.10）

赤土町

環状鞍月

五歩市南

直江町中

大河端町南

三日市

田中

北側エリア

南側エリア

８

海側幹線

山側幹線

内環状

中環状

外環状

（※）太い路線は環状道路を示す。

海側幹線
（事業中区間）

山側幹線が適切
に通過交通を担う

４．海側幹線の交通課題

■金沢都市圏の主要幹線であり、中環状道路の機能を担う国道８号では、通過交通割合が高い。

■外環状道路（海側幹線）ができることで、「通過交通の迂回」「中心部への分散導入」の機能が強化され、渋滞、事故等
の課題解決が期待される。

４－５ 環状道路に期待される効果

【金沢外環状道路の役割】【中心市街地を通過しない南北の通過交通】

都心部に用事のない車は都心部を迂回して快適に通行

都心部に向かうルートが増え、車が分散して混雑が緩和

国道8号の通過
交通割合が高い

通過交通の迂回

中心部への分散導入

11



４.金沢都市圏の交通課題

全体構想の方針 施策内容

市街地整備の方針 金沢港の拠点機能の向上

交通施設等整備の方針

公共交通ネットワークの充実

公共交通・歩行者・自転車優先のまちづくり

３環状道路の整備促進と幹線道路のネットワークの構築

〇金沢中心部のまちづくりの実現（公共交通の充実、自転車・歩行者優先）・交

通環境改善などに向けて、環状機能の強化が求められる。

○海側幹線の信号連担区間で速度低下、事故が多発

○環状道路ネットワークの機能が不十分

【海側幹線・山側幹線（街路区間）】 信号連担により、環状機能が不十分

【中環状（国道８号）】 速度のばらつきが大きく時間信頼性が低い

【中心市街地】 信号連担や交通集中により、常に旅行速度が低い

金沢都市圏の交通課題

環状道路に期待される効果

〇金沢都市圏の環状道路ネットワークの課題を引き続き分析

〇金沢市中心部に向けた交通課題の分析

今後検討すべき対策（案）

（参考）金沢市都市計画マスタープラン２０１９ 全体構想＜抜粋＞

12

◆中心市街地での空間再配分（浅野川大橋）

◆自転車通行空間の確保・まちのりの進展

◆トランジットモール（金沢市） ◆連接バス走行実験（金沢市）

◆クルーズ振興（金沢港）

出典：石川県HP 出典：金沢市HP



：右折滞留交通：通常交通

至

福
井

至

富
山

西念
交差点

至 金沢駅

至 金沢港

側道部

課題①：側道部走行車両の約６割を右折車両が占めるが、右折車線が１車線のため渋滞が発生
課題②：右折車線の渋滞が分岐部まではみ出し、本線を直進する車両を阻害して急ブレーキが発生
課題③：西念交差点は事故危険区間（死傷事故件数2.5件以上/年の区間）に指定

５．ピンポイント渋滞対策
５－１ 今年度対策完了箇所の事業紹介（西念交差点） ※トラック協会の意見による渋滞抽出箇所

【課題】

※データ：H29年6月8日 7:30～8:30 CCTV観測
側道部走行車両643台/h

（右折401台、左折126台、直進116台）

6割以上が右折利用

至 福井

至 富山

【分岐部において右折車両により混雑している状況
（平成29年6月8日午前８時台 朝ピーク時）】

直進車両を阻害

対策箇所

石川県金沢市
国道８号
西念交差点（下り）

位置図

金沢港

写真

至 福井県

金沢市
金沢城

兼六園

石川県庁

金沢西IC

金沢東IC

アピタタウン金沢

石川県立中央病院

至

富
山
県

金沢市役所

広域図

西念交差点

■右折車両が滞留し、高架橋との分岐部まで混雑が発生
■国道８号本線の直進・左折車両を阻害

■西念交差点は事故危険区間（死傷事故件数2.5件以上/年の区間）に指定

【側道部の渋滞状況（平成29年10月3日
午前８時台 朝ピーク時）】

至 富山

至 福井

西念交差点

西念交差点

対策前
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至

福
井 至

富
山

西念
交差点

至 金沢駅

至 金沢港

側道部

対策①：側道部（富山方面から福井方面）の右折車線を増設（１車線→２車線）
対策②：ダブル右折による交差点内の交通事故を防止するため、車線誘導線を施工

５．ピンポイント渋滞対策

【対策】

①右折レーンの増設（1車線→2車線）

②事故防止対策として、右折誘導線や注意喚起標識を設置

右折レーン：増設

対策前 対策後
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【車線誘導線を施工】

【右折レーンの増設】

車線誘導線

対策後 至 福井

至 富山

西念交差点

至
福
井

至
富
山



至

福
井 至

富
山

西念
交差点

至 金沢駅

至 金沢港

側道部

5

0
0
1
2
3
4
5
6

対策前
H29.10.3

対策後
R1.10.8

（分）

300

0
0

100

200

300

400

対策前
H29.10.3

対策後
R1.10.8

（ｍ）

直進車両の通行が
スムーズに

右折車両の交通混雑が解消

対策①の評価区間
対策②

・側道部で渋滞が解消（300ｍ→0ｍ）、通過時間が減少（5分→0分（信号待ち無し））。
・旅行速度の向上（平均速度38km/h→46km/h）、渋滞の解消や急ブレーキの減少により、交通事故の減少が期待。
・側道部の渋滞解消により、交差道路側の信号現示を見直し、青時間を延長。

５．ピンポイント渋滞対策

【対策の評価】

■右折車線の渋滞長（平日朝）

渋滞が
解消

※右折車両数（H29.10：783台/2h → R1.10：772台/2h）

■通過時間（平日朝）

通過時間が
減少

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対策後
（N=6249）

対策前
（N=4181）

20km/h以下 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上

30% 18% 9% 43%

11% 64%10%15%

■側道部の速度 平均速度が38km/hから46km/hに改善

出典：ETC2.0（対策前）【平成29年8～9月】

ETC2.0（対策後）【令和元年8～9月】

対策の効果

至 福井

至 富山

【分岐部において混雑が解消
（令和元年7月30日午前８時台 朝ピーク時）】

通行がスムーズに

側道部の渋滞解消による県道側
の信号現示の見直し
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６．今後の進め方

■最新のデータによる渋滞状況のモニタリング・検証等、渋滞検討マネジメントサイクルを継続

■各道路管理者による現地確認
・追加・解除候補の確認（国・県）
・ピンポイント渋滞対策案の検討（国）

■検討委員会の開催
・金沢都市圏の交通課題について
・ピンポイント渋滞対策について

■検討委員会の開催
・主要渋滞箇所の見直し
・金沢都市圏の交通課題について
・ピンポント渋滞対策について

モニタリング及びデータ整理を継続

■最新プローブデータによる検証

令和元年８月

令和２年１月２７日

６－１ 検討委員会の進め方（案）
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